
『橋」の主題．と構成

佐 藤幸 夫

 ポーは「構成の原理」と「詩の原理」の二つのエッセーで，詩は魂を高

揚させるから詩であるのだが，心理的必然からいってそうした強い刺激は

一時的なものにすぎない，だから一編の詩は刺激が持続しうる程度の長さ，

時間にすれぽ30分，長さは100行前後でなけれぽならないと述べて，叙事

詩的な長編詩の可能性を完全に否定した。しかしこれは，神韻繧紗たる美

的世界への飛翔を願ったボー自身の詩の原理ではあっても，詩一般のそれ

ではない。たしかに，19世紀後半から20世紀初頭にかけて一時期長い作品

が書かれなかったこともあるが，その後20年代から今にいたるるまでエリ

オットの『荒地』を始め，パウンドの『キャントーズ』， ウイリアムズの

『パタソン』，それにチャールズ・オルソンの『マキシマス・ポエムズ』

など今世紀を代表するすぐれた長編詩が数多く書かれてきている。ボーの

否定にもかかわらず，むしろ長編詩こそ英詩の主流であって，『妖精の女

王』や『失楽園』に罵るまでもなく，19世紀のロマン派の詩人たちはほと

んどが膨大な分量の作品を試みているし，テニスソやブラウニングもまた

そうであった。だが，これらの詩人の作品とは違って，現代の長編詩には

一貫した物語的な時間の流れが存在しない。プロットを欠き，語り手のペ

ルソナは拡散し，時間は絶えず切断され転移される。「プロットも，事件

．の時間的秩序も，論理的な叙述もない」という自作についてのパウンドの

言葉はそのまま現代の長編詩すべてにあてはまる。

 1930年に出版されたハート・クレイソのr橋』（The Bridge）もこうした

現代詩の典型である。この1200行を超える作品は構想から出版までおよそ

7年を費やしているが，もともと1923年に出たr荒地』に触発されたもの
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でエリオットへの負債はきわめて大きい6ちなみに，クレイソがスウィン

バーンやダウスンなど美と憂愁の世紀未詩人の影を脱して，イマジスティ

ックな詩風へ転換しゴサソボリスムやエリザベス朝詩人への関心を寄せる

ようになったのもエリオットの影響である。それはともかく，クレイソは

エリオットのペシミスティックな思想には強い反撲を感じていた。ゴーア

ム・マソソンに宛てたある手紙のなかで，「うつろな人々」の未尾三行「こ

うして世界は終る／こうして世界は終る／づンとではなくめそめそと」を

引用して，「これを現代の詩的決定論として受け入れられるだろうかP！」1）

と述べている。『荒地』が出版された同じ年の11月には、「エリオットの

『荒地』をどう思いますか。'ぼくはかなり失望した。' 烽ｿろん，すぐれて

はいるけれど，でも死んでいる。ぼくの考えでは，エリオットの業績に何

も重要なものをっけ付えはしない」2）と否定的な評価をマソソソに書き送

っている。さらに，翌年やはりマソソソ宛ての手紙で，幽自作の「ファウス「

トとヘレンの結婚」に触れながら，「ぼくにとってエリオットほど賞賛に

値する英語の著作嫁他にありません。けれど，ぼくはエリオットをほとん

どまったく逆方向への出発点だと考えています。彼のペソミズムは，彼の

'場合にはおおむね正当です。でも，ぼくは，ぼくが吸収し集めうるだけの

彼め学識と手法とをもっと積極的な， （懐疑的な時代にそう言わなければ

ならないなら）エクスタティックな目的に使いたい」3）と，エリオットと

は反対の積極的・肯定的な詩への希望を語っている。クレイソが『橋』に

おいてめざしたのは，「『荒地』が否定酌であるという意味においてく否

定的〉であるよりはずっとく肯定的〉」4）な作品をつくることであり，『荒

地』が「西洋の没落」を描いたとするなら，『橋』は「ぼくたちのアメリ

カについてのさまざまな価値の新しい文化的な総合」5）を追求するもので

あった。

 r荒地』への意識は主題に関する面ばかりではなく，全体の構成に関し

ても強くもっていて，『橋』の完成後ハーバード・ワインストックに宛て

た手緯で『荒地』と比較して次のように遷べている。「『橋』を時間をか

けて親近感をもって読めば，一篇の詩としてずっとはきりした統一と発展'
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があるのに気づくようになるでしょう。少なくとも，エリオットの『荒地』

を何度も繰り返して読んだぼくの経験からすれば，ぼくの場合にもあては

まるでしょう。零よそ5年がかりで何度もあの作品を読みかえし本質的な

統一があることを確信したのです。『橋』は少なくとも『荒地』同様にそ

の構造と含意は複雑です。いや，恐らくもっと複雑かもしれません。」6）構

造の複雑さについてはオットー・カーンに，「個々のセクションはそれぞ

れがいわぽキャンバスであり，別々に見た場合はその完全な意味を生みだ

すことはありません。似だものとしてはシステナの礼拝堂を考えればいい

でしょう」7）と語っている。

 このように『荒地』に括抗しうる複雑さをもっているとクレインが自負

した作品の全体の構想が具体的な形で出来あがつたのは着想を得てから3

年後の1926年のことで，それはオットー・唱カーン宛ての手紙では次のよう

になっていた。8）

I
H
皿

 v

歌

この最初の構想では，「コロンブス」のアメリカ大陸発見に始まり「ポカ

ホソタス」「ホイッマン」「ジョン・ブラウン」をへていかにも現代的な

「地下鉄」にいたるまで，アメリカの歴史的な時間の流れに沿った直線的

な構成が意図されていたと思われる。『橋』はこのあと比較的短い期間に
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コロンブスー空間と混沌の征服

ポカホソタスーアメリカの豊饒の自然など

ボイットマン  アメリカの精神

 （ワシントンの病院でのホイットマンと死にかけた兵士の対話。

 不死の概念に対する肉体の死つまり非連続という違反）

ジヨソ・ブラウン

 （ベッドをつくりながら恋人とジョン・ブラウンの死とを交互に

 歌う一ここはジャズの形式一カルギャリー急行の黒人ポrタ

 一一）

地下鉄一人間性に対する機械の侵略の最終部との関連で煉獄

橋一橋が時間と空間をつなぐ意識の象徴となるような圧倒的な賛



『橋』の主題と構成

大部分が書きあげられてゆくのだが，出来あがつた作品は「序詩⊥その他

がつけ加えられ全部で8部15セクションに拡大している。

 序詩 ブルックリン橋へ

I
H

皿
W
V

皿

第1部の「アヴェ・マリア」は先の「コロンブス」に，第2部「六ウハタ

ソの娘」は「ポカホソタス」，第4部「ハヅテラス岬」は「ホイットマン」，

第7部「トンネル」は「地下鉄」，第8部「アトランティス」は「橋」に

それぞれあたり，奴隷解放の指導的人物で多つたジョン・ブラウンの部分

を除けばほぼもとの材料は生かされている。だが，」完成したr橋』は新し

いセクションが加えられることによって，コロンブス，ポカホンタス，コ

ルチみデ・）フート，リップヴァン・ウィンクィレなどアメリカの歴史や伝

説を代表する人物を始め，クリストファー・マーロー，シェイクスピア，

ブヒイク，ホイットマン，メルヴィル，ボー，ディキソソソなどへの言及

を含みながら，その他数多くの無名の人物が登場することになった。また
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アヴェ・マリア

パウハタソの娘

 港の夜明け

 ヴァン・ウィソクル

 河

 踊り'

 インディアナ

カッティ・サーク

バッテラス岬

三っの歌

 南十字星

 ナショナル・ウィンター・ガーデン

 ヴァージニア

クェーカー・ヒル

トンネル

アトランティス



：最初の構想にあった時間的な枠組が失われ，コロンブスを扱った「アヴエ

・マリア」の毒とに現代の「港の夜明け」が描かれポカホンタスの「踊り」

にさかのぼるというように過去と現在はたがいに浸入しあっている。その

上，細部においては話者の経験してきた時間とアメリカの歴史的な時間と

が織りあわされ，時間はしぼしば現在でもあり過去でもありときには未来

でもあって，たしかにクレイソが自負したようにいっそう複雑な織り物を

つくりだすことになった。

 このように歴史的時間をたて糸に「ファーロッカウェイからゴールゲン

ゲイトまで」（「ヴァン・ウィソクル」）9）の地理的空間を横糸に編みだされ

た『橋』は，単なるカタログ的なアメリカの歴史とまったく異質である。

クレイン自身「歴史と事件，場所などすべては主題から独立して機能する

抽象的フォームに変形されなければならない」10）といっている通り，歴史

を材料に取りアメリカの経験の全体を包摂しながらもそれらを再構成する

ことによって，物質文明に侵された現代社会の新しい「肯定的」なヴィジ

ョンを提出しようとしたのである。「現代詩」というエッセイの中でクレイ

ソは，「機械時代における詩の機能は，どんな時代の詩の機能ともまった

く変わらない。人間的価値の完全な総合を提出するという詩の能力も，科

学の侵入によって侵されることはない」11）と断言し，さらに「もし詩が機械

を吸収できなければ，つまり木や家畜やガリオン船やその他あらゆる過去．

の人間の仲間と同じように，機械を自然に何気なく飼いならさなければ，

詩はそみ完全に同時代的機能を失ったことになる」12）と述べている。そして，

クレイソにとって機械文明の典型的な成果と思われたものが橋，つまりロ

ーブリング父子の設計・監督のもとに20年近い歳月をかけて1883年に完成

をみたブルックリン橋であった。ジョン・マリソやジョセブ・ステラなどの

画家を魅了した先端的土木技術と芸術的美を兼ねそなえたこの記念碑的な

橋こそ「ぼくたちの建設的未来の象徴，ぼくたちの独自の存在証明」13）と思

われたのである。1924年ウォルドー・フランクに宛てた手紙で，「ぼくは世

界で一番美しい橋を手と手を組んで渡るという幌惚のうちに自由と生命力

を与えられた。ケイブルがぼくたちをとりまき，ぼくが他では踊ったこと
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もなければ踊ることもないダンスのようにぼくたちを上へもちあげる」14）

と，実際にブルックリン橋を歩いて渡ったときの感情の高揚感を語ってい

る6この時期クレイン．は，かってロ ・一プリングが橋建造の指揮をとるため

に住んだコロンビア・ハイツにある同じア7〈・一トの同じ部屋に移り住んで

終日ブルックリン橋を眺めて過ごすほど強くひきつけられていた。だから，

『橋』の主要なモチーフは本来このブルックリン橋に対するきわめて拝情

的な感情の表出にあったといえるかもしれない。事実，この橋はすぐに現

実の橋を超えて観念的なそれへ昇華されてしまう。想像力によって馴致さ

れた橋は，人間と機械，生と死，光と闇，静と動，上昇と下降，過去と現

在などさまざまなアンビィヴァレソスを収敏する絶対的なシンボルとして

意識されている。「序詩」は現実のブルックリン橋を遠望するところがら

始まって，さまざまな象徴的意味を付与されてゆく。

And obscure as that heaven of the Jews，

Thy guerdon．．．Accolade thou dost bestow

Of anonymity time cannot ・raise ：

Vibrant reprieve and pardon thou dost show．

O harp and altar， of the fury fused，

． （How could mere toil align thy choiring strings ！）

Terrific threshold of the prophet's pledge，

Prayer of pariah， and the lover's cry，一

・ Again the traflic lights that skim ・thy swift

Unfractioned idiom， immaculate sigh of stars，

 Be，ding thy path-condense eternity ：
'

 And we have seen night lifted in thine arms．

Under thy shadow by the piers 1 waited；

Only in darkness is thy shadow clear．

The City's fiery parcels all undone，

Already snow submerges an iron year．．．．
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O Sleepless as the river under thee，

Vaulting the sea， the prairies' dreaming sod，

Unto us lowliest sometime sweep， descend

And of the cutveship lend a myth to God．i5）

この「序詩」後半部分で橋は， 「執行猶予」や「赦免」を与える「バープ

にして祭壇」であり，その風に揺れ動くケイブルと橋塔は，哀れな「浮浪

者たちの祈り」㊧声であり，同時に永遠の愛を求める「恋人たちの叫び」と

もなり，橋につけられた「とぎれることのない言葉」つまり「交通信号灯」

は「永遠を凝集する」ものであり，最後に橋のf曲線」は「神の神話」た

ることが願われている。

 とのように宗教的な〆タフォーを羅列したシンボリックな表現は，最終

セクションの「アトランティス」にも共通している。ここでも橋を渡ると

きの実際の動きに始まりながらたちまち神秘的なヴィジョンを表わすメタ

フォーの連続へと移ってゆく。、

From gulf u．nfolding， terrible of drums，

Tall Vision-of-the-Voyage， tensely spare-

Bridge， lifting night to cycloramic crest

Of deepest day-O Choir， translating time

Into what multitudinous ，Verb the suns

And synergy of waters ever fuse， recast

・In myriad syllables，一Psalm of Cathay！

O Love， thy white， pervasive Pa'radigm．．． ！

We lefc the haven hanging in the night-

Sheened harbor lanterns ．backward fled the keel．

Pacific here at time's end， bearing corn，一

Eyes stammer through the pang＄ of dust and steel．

And still the circular， indubitable frieze

Of heaven's meditation， yoking wave ． ，

To kneeling wave， one song devoutly binds一
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The vernal strophe chimes from deathless strings！

O Thou steeled Cognizahce whose leap commits

The agile precincts of the lark's return；

Within whose lariat sweep encinctured sing

lp single chrysalis the many twainr，

Of stars Thou art the stitch and stallion glow

And like an organ， 'Thou， with sound of doom-

Sight， sound and fiesh Thou le'adest fr． om time's realm

As love strikes clear direction for the helm．

Swift peal of seculqr light， intrinsic Myth

Whose fell unshadow is death's utter wound，一

〇 Rivver-throated-iridescently upborne

Through the bright drench and fabric of our veins；

With White escarpments swinging into light，

Sustained in tears the cities are endowed

And justified conclamant with ripe fields

Revolving through their harvests in sweet torment．

Forever Deity's glittering Pledge， O Thou

Whose canticle fresh chemistry assigns

To wrapt inception and beatitude，一

Always through blin，ding cables， to our j oy，

Of thy white seizure sprihgs the prophecy：

Always through spiring cordage， pyramids

Of silver sequel， Deity's young n'ame

Kinetic of white choiring wings．．．ascends．

  Migrations that must needs void ．memory，

  Inventions that cobblestone the heart，一

gsif， Unspeakable Thou Bridge to Thee， O Love．

  Thy pardon for this history， whitest Flower，

  O Answerer of all，一Anemone，一一

  Now while thy petals spend the suns about us， hold一

  （O Thou whose radiance doth inherit me）
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                 x
Atlantis，一hold thy floating singer late ！）

So to thine Everpresence， beyond time，

Like spears ensanguined of one tolling star

That bleeds infinity-the orphic strings，

Sidereal phalanxes， leap and converge：

一〇ne Song， one Bridge of Fire！ ls it Cathay，

Now pity steeps the grass and rainbows ring

The serpent with the eagle in the leaves．．．？

Whispers antiphonal in azure swing．．i6）

橋は「航海のヴィジョン」であり，「ことぽ」をつくる「聖歌隊」といわ

れ，「丁丁め賛歌」，「愛」，「範例」と呼びかけられ，さらに「鉄の全知」，

「神話」，「神の約束」，「すべてに解答を与える者」，「アネモネの花」とオ

マージュをささげられて，最後には失われた理想の楽土「アトランティス」

や「常なる'存在」に重ねられててゆく。「序詩」と「アトランティス」は，

クレイソが詩の散文的なあり方に反対して唱えた「メタフォーの論理」17）を

実践している。それは，連想の糸を通じて「〈現実〉の世界を跳躍台とし

て用い，作品全体にそれ自身の軌道，つまり以前から定められている方向

を与える」18）ことであった。「序詩」と「アトランティス」では，ブルック

リン橋への激しい感情移入から生まれたヴィジョンが微妙な結びつきをも

った多彩な比喩にいうどられて，現実の橋は荷重な負担を強いられている。

 『橋』は，こうしたいわぽ二つのクライマックス，先ず最初に「アトラ

ンティス」が次いで「序詩」が書かれ，「パウハタソの娘」以下のセクシ

ョンは「アトランティス」のフィナーレに向って収敏するように企図され

たのだが，この中間に置かれた各セクションも本質的には将情詩の方法で

ある「メタ，フォーの論理」に従っていて「序詩」や「アトランティス」同

様に高い自律性を獲i得している。『橋』全体は，要するに好情詩の集積な

のである。友人のアレン・テイトを始め多くの批評家がいうように『橋』

を全体とし℃は失敗であるとするなら，その要因はこの点にある。「序詩」

や「アトランティス」にすでにみられるように，同質的な情緒の放出を繰
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『橋』の主題と構成

り返しながら「メタフォーの論理」はしばしぼその微妙な論理のつながり

を断ち切って華やかではあるが恣意的なイメージの羅列へと拡散してしま

う。『荒地』がそうであってクレインがそう望んだようには，『橋』の個々

・のゼク：ションはその内部でもそれら相互の間でも有機的な関連をもたず重

層的なふくらみを生みだすことがない。クレイソが意図した複雑さは見せ

かけにすぎず，多様なアメリカの時間と空間は橋のシンボルに収敏される

ことがない。「『橋』は理論においてのみ首尾一貫している。これはクレ

イソが書きたいと願った詩の象徴であり，彼の創造的意志を別にすれぽ何

ら生命力をもたない」19）というアルヴァレーズの指摘は正当なものである。

しかしまた，『橋』をもっともきびしく批判したアレン・テイトが「それ

でもわれわれの世代の最良の詩の幾分かは『橋』のなかにある」20）と述べ

たことも事実である。
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